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D
N
A
型
の
情
報
を

事
件
捜
査
で
活
用
を

遺
族
ら
会
見

で
諮
離
鍾
鵜

賢
二
会
長
ら
は
5
日
、
千
代
田

区
で
会
見
し
、
D
N
A
型
情
報

を
事
件
捜
査
で
さ
ら
に
活
用
で

■
議
題

へ
農

事
件
捜
査
で
の
D
N
A
型
の

活
用
を
訴
え
る
宙
の
会
の
小

林
賢
二
会
長

紺
5
日
午
後
、
千
代
田
区
の

連
合
会
館
（
松
崎
翼
撮
影
）

き
る
よ
う
、
転
整
備
の
必
要
性

を
訴
え
た
。

会
見
で
は
、
D
N
A
型
か
ら

犯
人
の
顔
を
再
現
し
、
事
件
解

決
に
つ
な
が
っ
た
海
外
で
の
事

例
な
ど
を
紹
介
。
国
内
で
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
な
ど
の
観

点
か
ら
同
様
の
捜
査
は
実
施
さ

れ
て
い
な
い
と
い
い
、
平
成
8

年
に
葛
飾
区
で
次
女
の
腰
子
さ

ん
＝
当
時
（
2
1
）
＝
毒
殺
筈
さ
れ

た
小
林
会
長
は
「
被
害
者
の
人

権
は
何
を
も
っ
て
尊
重
さ
れ
る

の
か
。
D
N
A
の
も
つ
全
て
の

情
報
を
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
強
弱
し
た
。

宙
の
会
は
、
凶
悪
事
件
の
時

効
撤
廃
な
ど
を
掲
げ
て
2
1
年
に

轄
成
。
2
2
年
に
は
強
盗
殺
人
や

殺
人
の
時
効
を
廃
止
す
る
改
正

刑
事
訴
訟
法
の
施
行
を
勝
ち
取

った。同
会
で
は
、
国
が
被
害
者
へ

D
N
A
捜
査
の

法
制
化
要
望
へ

殺
人
事
件
被
害
者
遺
族

殺
人
碧
件
の
被
害
者
遺
族
で

つ
く
る
「
宙
の
会
」
は
5
日
、

東
京
部
内
で
記
者
全
書
露
し
、
犯

人
の
似
顔
絵
作
成
や
年
代
推
定

の
賠
償
を
立
て
替
え
る
「
代
執

行
制
度
」
の
導
入
も
訴
え
て
い

る。

な
ど
に
犯
人
の
D
N
A
を
活
用

で
き
る
よ
う
法
制
化
を
求
め
る

要
望
書
を
国
家
公
安
委
員
会
に

送
付
す
る
と
発
表
し
た
。
／

要
望
書
は
、
現
在
の
D
N
A

捜
査
に
つ
い
て
、
個
人
識
別
の

た
め
の
D
N
A
型
鑑
定
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
と
輯
近
年
は

m
N
A
か
ら
性
別
や
年
代
な
ど

を
推
定
す
る
研
究
が
進
ん
で
い

る
と
し
て
、
捜
査
で
の
活
用
を

求
め
た
。
一
方
、
「
究
極
の
個
人

情
報
」
を
使
う
こ
と
に
よ
る
人

権
侵
害
を
防
ぐ
仕
掴
み
と
し

て
、
採
取
や
保
管
、
抹
消
な
ど
の

ル
ー
ル
の
制
定
も
要
望
し
た
。

1
9
9
6
年
に
東
京
都
葛
飾

区
の
自
宅
で
上
智
大
4
年
の
小

楕
頼
子
さ
ん
（
当
時
2
1
歳
）
が
殺

害
さ
れ
た
尊
件
は
、
犯
人
の
も

の
と
み
ら
れ
る
D
N
A
が
採
取

さ
れ
て
い
る
が
解
決
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
小
林
さ
ん
の
父
で
、

宙
の
会
会
長
の
堅
き
ん
（
7
5
）

は
「
現
場
に
犯
人
に
直
轄
す
る

D
N
A
が
あ
る
な
ら
、
全
て
の

情
報
を
活
用
し
て
逮
捕
し
て
は

し
い
」
と
話
し
た
。
【
鈴
木
拓
也
】


